
生徒アンケートの結果より
「クロームブック・書籍・新聞を使って、情報を整理することができますか？」 １学期 8２％→2学期 8８％
「クロームブック・書籍・新聞を使って情報を比較することができますか？」 1学期 7８％→2学期 8７％
「クロームブックなどを使って、情報を分かりやすく伝えることができますか？」 1学期 8３％→2学期 8８％

具体的な取組みの内容

取組みを通しての子どもの変容

高石中学校独自の情報活用能力ステップシート(JSマップ)を使って、情報活用の場面や能力を意識し、
目標や現在地を確認する。ICTを活用し、思考ツール使って、情報を整理・分析する。また、それを他者と
交流・共有することで、自分の理解・考えを深め、相手によりよく伝えることができるよう表現する。

取組みの概要・ポイント

これまでに研究を進めてきた「考動力」「対話力」の
育成の成果から、集めた情報を整理し、考えを相手
によりよく伝えることができる「発信力」を育む。

つけたい力

テーマ：「『考動力』『対話力』→『発信力』の向上」
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情報活用能力をはぐくむモデル校
高石市立高石中学校

思考ツールで自分の思考を可視化！
ICTを活用することで相手を意識しなが
ら、伝えることができるように！


